
2 事業内容 

 林木育種センター及び森林バイオ研究センターは、我が国における林木の育種（新品種の開発）と遺

伝資源の収集・保存（ジーンバンク）を担う中核的機関である。開発した品種は都道府県、民間事業者

を通じて、森林整備に活用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林木育種センター等の主な事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎正面（H28.3.4 撮影） 

【新品種の開発】 

○ 成長、形質に優れた品種（成長、通直性など） 

○ 病虫害・気象害に強い品種（松枯れ、雪害など） 

○ 材質の良い品種（強度など） 

○ 環境保全等に有効な品種（花粉症対策など） 

【遺伝資源の収集・保存】 

○ スギ、ヒノキなどの新品種の開発の材料 

○ 絶滅危惧種、天然記念物など 

（生物多様性国家戦略 2012-2020） 

【海外への技術協力】 

○ 海外有用樹の育種技術の開発 

○ 育種技術の移転 
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